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○1945（昭和20）年8月15日の終戦から68年。日本武道館での全国戦没者追悼式の安倍
首相の式辞は、1993年の細川護煕首相以来の「アジア諸国への戦争の加害責任」や「不戦の誓

い」には言及せず、ただ国内戦没者の追悼だけの、偏狭な歴史認識を表すもので終わった。

｢米国の戦争に引き込琴れだいと本当に思っているのが」
ｱﾒﾘｶの社会派映画監督オリバー･ストーン監督(66）

日本の憲法改正の議論が政権側から提起されているが、この動きをどう思いますか？

「日本の改憲は、日本が米国との軍事的協力関係を強化し、米国と軍事行

動を共にすることを意味するのであれば、それはとても危険な道だという

ことだ。日本の国民は米国の戦争にさらに引き込まれたいと本当に思って

いるのか。私はそうは思わない｡」 （2013.7.26｢朝日新聞』の質問に答えて）

○オリバー・ストーン＜写真＞は、1946年 伏させることができたのにあえて使用した、とい

生まれの米映画監督。ベトナム戦争に従軍し、 う経緯を明らかにしていて注目され、BSでも放
その体験を元にして、社会派監督として『プラ 映されました。

トーン』（86年)、『7月4日に生まれて』（89年） ○8月4日から広島を初めて訪問。広島平和記
でアカデミー監督裳を2回受賞した。 念資料館、平和記念公園や原爆ドーム訪ねた。
○昨年、第2次世界大戦前夜の1 930年代か 「いまここであの日の瞬間、爆風を感じている」
らオバマ大統領までの現代史を、ドキュメンタ 「瀕死の被爆者がさまよっていた」と、脳裏に
リー「もうひとつのアメリカ史」（全10本）に 浮かんだイメージを表現。さらに若い世代には
制作。特に日本への原爆投下には、当時の米政 核廃絶のために、「広島についてもっと学ぶこと
権内でも反対は多く、原爆を使わずに日本を降 だ」と。長崎原水禁大会に出席、沖縄も訪問。

｜●日本って､こうしだ｢外力喝の刺激』や｢外圧｣でしか､改革や変わることができ税1のでしょうか。’
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小出先生からのご指摘がありました。次のように訂正をお

願いいたします可｡会報肋217の表ﾍｰｼの右側・園の4行
目、「4号機の爆発で放出されたものだけでも」は削

除して、「この政府の評価は過小評価で」と書き直す6

また9行目の「実はその千倍も大量に放出しています」

は、「事故当時はその一千万倍も放出していました」で

式 事務局のミスですが、お詫び申し上げますも

でアントワーヌ.アンリ.ベクレル ーー ロルフ.マキシミリアン．シーベル
（1852～1908年) (1896～1966年）
放射雄を発見したフランスの物理学者。 放射錦防護学の研究に多大な功紙を残

卜
し

たスウェーデンの物理学者。

ベクレル 放射能の強さを表す単位。
1秒間に1個の割合で原子核が崩壊する

時の放射能の強さを、1ベクレルとする。
シーベルト 放射線の人体や生物に対
する被曝の影響を表す尺度。100レム。
1ツーﾍﾞﾙﾄ=1000ミリ(m) y-ベルト

=100万マイクロ（“）シーベルト
1マイクロ（似）シーベルト

=0.00 1ミリ(m) y-ベルト

=O.OOOOO 1シーベルト
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穐 雲ゞ
被捷地の相双地方が鵬
潅凝と原発事故の苦悩を訴える さん。 （2013年8月1旧『福島民友』より）
倉本聡の新作『夜想曲･ノクダーン』が初演
倉本さんは南相馬市の詩人若松丈太郎さん（本会会員）の詩との出会いがこの作品倉I作のきっかけと話

されていて、劇中の「ピエロ」のせりふには、若松さんの詩が織り交ぜられています。震災や原発事故を

風化させてはいけない強い願いを込めていて、再来年には南相馬市での公演計画もあるそうです。

□「北朝鮮や中韓国を敵視して、政府は戦争を煽

っています。でも政治家は戦争には行かない。自

衛隊が足りなくなり徴兵制になり若者が戦場に行

くようになっていいのか？」（会員・60代・女）

□「歴史的な大震災と原発事故について、被災や避

難や体験記録を南相馬市当局や博物館などで出版さ

れているのか、編集中なのか？鹿島区の場合は鹿島

文化財愛好会が『かや原』第5号震災

特集で体験をまとめて発行しています。

警戒区域だった小高区では全くそんな

話は聞かれず残念です。原町と合併し

たことが失敗だった｡」（小高区会員。60代．男）

□「昨年、靖国神社の中にある遊就館に行ってき

ましたが、戦争を美化している博物館で大変驚い

た。若者が展示物を見て、戦争にあこがれたら恐ろ

しいことですb」 （原町区会員。70代・男）

…
章先生の講

てもう南相

うような深

刻な話でした。でも以前に南相馬市立病院の若

い医師坪倉正治先生のお話を別の所で聞きまし

たが、「産地よりも、放射能を取り込みやすい食

物に気をつけたり、除染に努めれば生活できる」

というようなお話で、少し希望を感じていまし

た。一体私たちはどの先生のことを信じていい

のか困っています。子どもがいるので大変心配

です。結局放射能のことは誰にも分からないの

か、本当はどうなのか、政府・国・東電の発表

はウソばかりで無責任で信じられない。自分で
判断するしかないのか｡」（会員・40代・男）

…

験」を元にして新聞記事や論文も書かれてい ニツポンの平和」で、作家半藤一利さんの「日本は
ます。なにせ、事故原発に世界一近い｢は弓琴 回りが海に囲まれ、攻撃されたら防ぐことが不可能
ぢ九条の会｣です。9月28日（土）郡山市、 な国です。武力で平和は守れないし、日本は外交力
全県九条の会でも本会の活動を報告します。 をつけるべきだ」との発言。さすがです。（山崎）
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